
第六次猪名川町総合計画策定に向けたまちづくりワークショップ

みんなでワイワイ

話し合おう！

第６回まちづくりワークショップは、テーマ

に関連する事例・情報を共有しようということ

で、珍しく講義形式でスタート。

猪名川町総合計画策定にかかるまちづくりア

ンケート調査結果からみる住民の現状・想いに

ついてのデータが紹介されました。

続いて、これまでのワークショップから見え

てきたキーワードを踏まえた事例・情報提供と

して、福井県高浜町と大阪府豊能町の事例が紹

介されました。

その後、30分以上に及ぶ熱い質疑応答！皆さ

ん、事例の情報を自分の活動と関連づけて捉え

直して深めていきました。

いながわの未来
第６回 まちづくりワークショップ

～テーマに関連する事例・情報を共有しよう！～

概要 日時：2019年2月5日（火）19:00～21:00 会場：猪名川町文化体育館 会議室

プログラム

前回の振り返り＋今日の目的の説明

１．猪名川町総合計画策定にかかるアンケート調査結果からみる住民の現状・想い

２．事例・情報提供（事例１：福井県高浜町、事例２：大阪府豊能町）

３．質疑応答

１．アンケート調査結果からみる住民の現状・想い

平成30年8月～9月に、猪名川町の15歳

以上の住民（※中学生は対象外）5,000人

を対象に行われたまちづくりアンケート調

査結果が紹介されました。

年代別・エリア別に異なる結果となりな

がらも、「自然環境が豊か」「住環境がよ

い」ことに満足している一方、「通勤・通

学が不便」「買い物など日常生活が不便」

といった不満足項目も挙がっていました。

このワークショップで出ていた意見と共通

する要素も見られる結果となりました。
n=1,402

【猪名川町の生活で満足しているもの】



２．事例・情報提供

★健高カフェ など

健康やまちづくりに関心の

ある・関わっている人・団体

があつまっておしゃべりする

ことで、人と人、団体と団体、

地域と地域をつなぐ仕組み。

事例１ 福井県高浜町 事例２ 大阪府豊能町

★トヨノノレポーター

住民が町の「当たり前の日常」を楽しみな

がら発見し、取材し、魅力を発信する仕組み。

３．質疑応答

●イベントを実施してもなかなか人が集まらないが、事例でその点について工夫していることは？

→集まるには楽しみや興味が必要なので、テーマを変えながら継続して実施。口コミも重要。

●トヨノノレポーターは継続的な体制になっているのか？

→最初の養成講座は町が実施。今後は段階的に自主的な活動に移行していくための工夫が必要。

●具体的な活動を実施するは、活動するための場所の確保が必要。

●分野横断での取り組みが重要。

●住民が主体になって活動することが大事。そのためには活動に「楽しさ」が必要！ など

参加者の感想

第７回 まちの将来像の実現に向けた準備をしよう！

日時：２月19日（火）19:00～21:00 会場：猪名川町文化体育館 会議室

第８回 総合計画基本構想をみてみよう！

日時：３月５日（火）19:00～21:00 会場：猪名川町文化体育館 会議室

次回以降について

第７回第７回

第８回第８回

まちの将来像の実現に向けた準備をしよう！

まちの将来像の実現のための関わり方・取り組みなどを具体的に検討するため、いくつかの

「テーマ」を決めます。

総合計画基本構想をみてみよう！

今まで話し合ってきた内容が総合計画基本構想にどのように反映され

ているかを確認します。
後期へ

２/19

３/５

★トヨノノドリーム

豊能を愛する人たちの夢・

チャレンジを支援する仕組み。

高浜町で行っている事は1つ1つ、まねしたい事があります。／継続がやはりネック 考えさせられます。何とか解決

策を見つけたいです。／高浜町、豊能町の具体例は参考になりました。／事例はテーマ毎にも情報として出して欲し

かった。／具体的な取りくみの話が良かったと思う。実際の費用や町の予算、担当課（職員）の支援について聞きた

いと思った。／五次猪名川町総合計画のワークショップについて、どの位計画案が実行されたのかが聞きたい。など

第７回からでも参加頂けます。お問い合わせ・お申込みは下記まで！

猪名川町役場企画総務部企画財政課
電話：072-766-8711 ／ ＦＡＸ：072-766-8902 ／ メール：kikaku@town.inagawa.lg.jp



 

近隣市の
成功例を学ぶ

近隣市町との合併

広域行政の連携

自然（良い所）

ほどよい自然

町政への意見

文化的な活動
の活発化

若年者への
地域歴史・文化の
広報と講演

新しいこと
にチャレンジ

具体的に実行する
つながり

つながりを強く！

つながり

他地域へ研修

マーケット
タウン（混在）

ニュータウン
⇔旧村

村祭等に
南部の方達にも
参加して頂く

南部北部との
情報交換

他地域の方に
参加頂く

役場との協働

子供が成長した時に
住みたいと思える人口の増加（定住人口）

人を増やす 子育て世帯の流入促進

ＲＥＳＡＳ活用
統計、地域経済
の参考書サイト

生活補助
（限定期間）

高齢（長寿）

高齢者が元気になる

（住民間の）コミュニ
ケーションがとれる

高齢者との
コミュニケーション

多年齢の交流
ex高校生

若人の集まり

多年齢の集まり

高校生大学生との関わり
をつくる

交流

高齢者のコミュニケーションの
場所をつくる

居場所づくり

場を作る
テント・いす

（高齢者が）共同
作業をする場所
（園芸、畑等）

文化的なセンター施設の整備

地域毎に
コミュニティ施設

高齢者の
居場所づくり

人の集まる
ステーション
（交通・場所）

居場所・場

認知症の方の
安心安全

みんなで
見守っていく

支える側と支え
られる側を固
定しない！

できないことを
周囲につたえ、
周囲が手伝う仕
組み

地域住民に
よる見守り

通学児童の見守り

高齢者の独居

地域住民による
見守り

自治会の班ごと
で助け合う

学校と地域の
方達との交流、
助け合い

地域の方達の
おせっかい運動

声掛け

互助

助け合い・互助

受け入れる側の間口の拡大

コミュニティ

世話役の存在

老人会のフラット化

各種団体がまち協
を利用するメリット

を考える

地域団体へのフォロー
アップ体制

地域組織

最後は“人”活性化しようという人が話
し合い、方法を見つける

町民同士の
情報交換

気軽なワーク
ショップ開催

専門性の有る
人を集める
窓口づくり

フューチャーセンター設立

地域の特徴を
住民が自覚

対話・協議・共有・学習の場

遊び場整備
30年前

子ども

子ども
大島・楊津・阿古谷

子どもの
医療費無料
中学校の給食
（良いところ）

自然を意識した
子どもイベントの

活性化
（ボランティア協賛）

現状の母子
支援体制の
告知・啓発

誕生日“祝い”記念の
植樹（第2の桜並木）

子ども・子育て

教育レベルUP
学校・生涯教育

放課後・集い

教育

学校の少子化

地区の

小学校幼稚園と
のつながり

小中学校の存続
（北部）

全寮制学校

大学の誘致

教育

地産地消の促進

食

ジビエ 猪・鹿を加工出来る
作業場の設備

ジビエ素材の加工所

レストラン（ジビエ）、
工房、

イルミネーション

特産物 猪・鹿の加工品をまち
の特産品にしていく

工芸品開発（竹）

名物の製品開発
（まき寿司、駅弁）

とんがった特産物
（なにそれ！）

食・特産物

交流人口の拡大

観光

四季のイベント

観光 温泉

人が集まる

スポーツ

屋外フェスのある町
ミュージックタウン

多種多様なイベント

人が集まる
環境整備

エンターテイメント

人が集まる町

北部の
観光名所開発

貸自転車の
設置

大野山の道を
通りやすくする

花園 チュー
リップ、バラ園

奥猪名健康の
郷との連携

飲食店との
連携

歴史のおもしろ
さを発信

ＳＮＳ、メディア
の活用、告知

北部エリアの
観光名所づくり

観光・集客

農業
休耕田の
活用ノウハウ

畑つきの分譲
住宅を増やす
（特に北部）

農業の新規
参入の促進

農業

農業の新規
参入障壁を
無くす

畑を借りている
方達に安価で
空家利用

農業・林業、
休耕田・畑の

斡旋

北部エリアの人口増に向けた
１次産業

農

住環境のゆとり

広い庭・大きい
家・ガレージ付

薪ストーブタウン 薪ストーブコンパ

ソーラー
システム完備

子どもととも
に移る住居
住居BANK

空き家

空き家バンクなど、空き
家の回転を促進する

空家

町をあげての
空家情報

田舎体験が
出来る宿泊等の設備 シェアハウス

空家を開放
空家に安価で宿泊

空屋の斡旋

空家の活用・住まい

不便だから健康

健康増進の学習に取
り組む機会を増やす

健康増進の為の
施設を増やす

医療

在宅医療の充実

医療
ハウスドクター充実

医療・健康

歩道のバリアフリー化歩道、自転車用専用道
路整備

交通

ふれあいバス
の改善

インフラの改善（交通）

北部からの
交通網の
改善

バス・タクシー
の中間的な
交通手段

交通アクセス
の改善

能勢電の延伸
猪名川高校
→白金、つつじが丘

バス・アクセス
の改善

⇒時間・経路

交通・移動

サービス業の
拡充

商業施設を
増やす

食品スーパー、ホームセンター
の誘致（道の駅あと地）

生活の利便性

働く場の確保

仕事

自分のキャリアをいかす
仕事ができる（高齢者）

企業誘致・職場を増やす

定住・職場
期限付

仕事・働く場

猪名川町を
アピール

口コミ

ＳＮＳ、メディア
の活用

ＰＲの力をつける
→発信、企画

ネットを利用した
アピール

「自然豊か」で
「子育てにもよい」

住環境の良さを
アピール

（自然、土地の広さ、
教育環境の良さなど）

情報発信・アピール

（高齢者に）

ボランティアをして
もらう取組みをする

高齢者の知恵の
公表と利用

得意な事を
生かせる

料理上手な人の
ショップ

工作の上手な人
の家のメンテナン
ス（互助）

表彰制度“となりの人間国宝”

活躍・人材

個々で専門的な
知識をつける

防災・防犯

安全・安心なまち

防災

挑戦・実行 地域間交流 自然 つながり 人口（定住人口） 高齢化

歴史・
文化

活動の継続性の担保 活動の場・拠点の確保 活動の参加者・仲間の確保 分野間の連携・コラボ 住民が主体 楽しさが重要 よそ者の有効活用活動資金の確保

第４～６回まちづくりワークショップで出されたまちの将来像の実現に向けた意見たち 

全体的なイメージ 

実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
・
ア
イ
デ
ア
た
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第６回での意見 
≒今後の展開に向けた課題 

※色分けは、クリーム色：Ａ班、緑色：Ｂ班、ピンク色：Ｄ班、水色：Ｅ班、太枠は第５回でサブテーマになった項目です。 


